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研究成果の概要（和文）：言語遅滞を伴う自閉症スペクトラム障害(Autism Spectrum Disorder:ASD)児の早期言
語補強指導を効率的に行うためには、どの語彙-文法資源を補強すべきなのかを特定する必要がある。特定する
ことで、補強ターゲットが定まり、より効率的な言語補強訓練が実現される。本研究は、ASD児が選択に問題を
持つ語彙-文法資源を特定することを目的として、一定期間、ASD児の話し言葉の言語指導過程を録画・録音し、
それらを逐語記録化して、語彙-文法資源の意味付与を行いコーパス化した。コーパス化された情報から、定型
発達のそれと比較対照させて、これらの語彙-文法資源において違いが出た項目を特定した。

研究成果の概要（英文）：Identifying which lexical-grammatical resources should be targeted and 
reinforced in early language training for children with ASD with language delay leads to efficient 
training. To this end, we videotaped and audio-recorded the language teaching process of children 
with ASD over a period of time, transcribed them, and annotated the lexico-grammatical information 
to be included in the corpus developed by Kato et al.(2022). From this corpus data, we identified 
the lexicogrammar that differed in the lexico-grammatical choices made by children with ASD as 
compared to those of children with typical development.

研究分野： 言語学と精神医学

キーワード： ASD　自閉症スペクトラム障害　SFL　機械学習　語用論的障害　コーパス　アノテーション・スキーム

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
  近年のASD児/者数の著しい増加は、教育の現場でも、大きな関心事となっている。早期教育に限って言えば、
ASD児はしばしば言語発達に遅れが見られる。そのため、保育園・幼稚園といった集団生活での適応が難しく、
様々な問題を引き起こす要因の一つとなっている。そこで早期の言語補強訓練が必須となる。対人的コミュニケ
ーションにおける困難は、ASDの核となるもので、ASD児の言語発達上の問題は、認知、社会性、感覚器官の障害
が複雑に絡み合っていて、単に生活経験を通して自然に語葉・統語能力が発達することは期待できない。適切な
指導法で特別に訓練することが必須で、そのためにASD児の言語行動の解明は、有用である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



1. 研究開始当初の背景 

自閉症スペクトラム障害(Autism Spectrum Disorder : ASD)は、近年、日本を含む世界中で、その

著しい増加が報告され、ある種、パンデミック的様相を呈してきているといっても過言ではない。

その理由の一環には、その疾患の概念が拡大されたこと、また、自閉症が広く世間に知られるよ

うになったことで、今まで医師の診断を受けなかった子どもや大人が診断を受けるようになっ

たためということが言われているが、これらの理由に収まらないほど、数が増えていることが報

告されている。 

こうした ASD 児/者数の増加は、精神医学では話題性の高い問題となっているが、同様に教育

の現場でも、大きな関心事となっている。早期教育に限って言えば、ASD 児はしばしば言語発

達に遅れが見られる。そのため、保育園・幼稚園といった集団生活での適応が難しく、様々な問

題を引き起こす要因の一つとなっている。そこで早期の言語補強訓練が必須となる。対人的コミ

ュニケーションにおける困難は、ASD の核となるものであるが、その現れ方は多様である。ASD

児のこうした言語発達上の問題は、認知、社会性、感覚器官の障害が複雑に絡み合っていて、言

語発達の遅滞に影響する認知障害には、ASD 児が持つ動的認知の欠陥及び象徴機能の障害があ

る。従って、単に生活経験を通して自然に語葉・統語能力が発達することは期待できない。適切

な指導法で特別に訓練することが必須となる。 

  

2. 研究の目的 

本研究の目的は、言語遅滞を伴う ASD 児の早期言語補強指導のためには、どの語彙-文法資源

を補強すべきなのかを特定することである。特定することで、補強ターゲットが定まり、より効

率的な言語補強訓練が実現される。この補強ターゲットを特定するために、一定期間、ASD 児

の話し言葉の言語指導過程を録画・録音し、逐語記録化して、語彙-文法資源の意味付与を行い、

コーパス化した。コーパス化された情報から、これらの語彙-文法資源の選択において、定型発

達（Typical development : TD）と違いが出た語彙-文法資源を特定した。本研究では、4-6 歳児を

対象とした話し言葉の訓練ラボを設け、データを収集し、それをコーパスに組み込み分析を行っ

た。 

 

3. 方法 

3.1 対象とスクリーニング 

青森中央学院大学にランゲージ・ラボを設置し、青森市にある援護施設の 4-6 歳児を対象に、

参加者を募集した。その中からスクリーニングをかけて、最終的に、12 名を対象とすることに

なった。スクリーニングは、Autism Diagnostic Observation Schedule, second edition (ADOS-2)と

Parent-interview ASD Rating Scale-Text Revision (PARS-TR) 及び IQ（田中ビネー知能検査）の測定

結果に基づいて行い、3 グループに分けた(表 1)。 

 

表 1 グルーピング 

 

グループタイプ 分類基準 人数
発語のない遅滞群 伝達意図そのものが発達しないこと、あるいは伝達意図が発達しながら

も話し言葉を使えないこと。音声の体制化や記号化に欠陥を持つため
話し言葉を獲得できない。

4

発語のある遅滞群 単語のみ、あるいは反響言語を持つ。言語の創造的な使用ができない
ために、独語や反響言語などの自閉的な言語症状を呈する。

4

遅滞のないASD児 遅滞はないが、語用上の問題を持つ(語用論的障害）。 4



 

ADOS-2 は、ASD の診断補助ツールとして金字塔として評価されている。査定は、観察と対話

の両面から行われる。参加者は、半構造化された設定で、社会的相互作用、コミュニケーション、

想像力の観点から査定される。スコアリング・アルゴリズムを使用して観察された行動をコード

化すると、自閉症の症状の診断尺度が得られる。スコアは ASD カットオフスコアと比較され、

参加者が相互の社会的交流、コミュニケーション、および制限された反復的な行動という 3 つの

領域のカットオフを満たすか、あるいはそれを超えている場合、その参加者は ASD の診断基準

を満たすことになる。ADOS-2 の実施は、当該ツールの開発元である Western Psychological 

Services による基準によって ADOS-2 による査定結果を使用するために必要な研究の信頼性を

確立した管理者（本研究では研究代表者）によって実施された。 

 ADOS-2 は、言語レベルと参加者の年齢に応じて 5 種のモジュールからなり、本研究に用い

たのは、モジュール 2 である。モジュール 2 は、慣用表現や語句レベル使用の言語発達水準レ

ベルで、まだ流暢に話せない参加者に適用される。ほとんどの活動は、玩具や遊びの活動に焦点

を置いたテストである。 

 PARS-TR は、3 歳以上の幼児から成人までを対象として、対象となる児・者の保護者（もしく

は養育者）に面接を行い、対象児・者にどのような自閉スペクトラム症の特性がみられてきたか、

またその特性で困っているかを尋ね、ASD の可能性をスコアリングする手法である。 

TD グループに関しては、青森中央短期大学附属幼稚園の園児を対象に、簡略化した ADOS-2

を実施し、比較スコア(comparison score) が ASD の要件を満たさない園児 30 名を対象とした。

TD グループのデータは、ADOS-2 のタスクより、ストーリー・ナラティブと面接者との対話を、

逐語記録化し、アノテーションを実施してコーパスに格納した。 

 

3.2 言語指導 

4 名の指導教員により、言語指導の試験的プロトコルを作成・実施し、その過程で適宜アセス

メントをいれて修正・改変をはかりながら、マンツーマンの訓練を実施した。言語の形式面の指

導と訓練は、文法・語彙・音韻に関する ドリル学習を基本とした。表 2 が大まかな訓練項目で

ある。 

表 2 訓練項目 

 

項目 内容

1. 発声の模倣訓練 他者の発声を模倣させ、音声発達の促進をはかる。

2. 事物と基本行動の名
前づけ

日常生活の基本語彙と動詞を教え、簡単な要求を表現させることと、こ
ちらの簡単な指示を伝えられるようにする。

3. 関係を表す語彙 空間的関係（上下・遠近など）、時間的関係（時間概念を示す語彙）、
人物関係（役割を表す語彙・代名詞）、色・形・大きさなどを表す語彙
の習得。

4. 情動を表す語彙 情動を表す語彙と表し方の習得。

5. 質問・応答と簡単な
交渉

訊ねて答えてさらに話を進める、という相互作用を教える。

6. 情報の伝達・報告と
交換

日常生活の簡単な身辺事情、あるいは特別なイベントについて伝達・報
告する。

7. 文法の明確化 この段階ですでに基本的文法のいくつかが習得できているが、微妙な
ニュアンスを伝えるグラマーを語用論的状況を作って、使い方を整え強
化する(終助詞, 助詞、時制、アスペクト、語順、因果関係でものを述
べる言い方等)。

8. ナラティブ 写真や絵のようなプロンプトを与えて、自由発話を促す。想像を用いて
話す訓練と発話の自発性を養成する。



 

指導は、対象児の言語行動改善の進捗状況に応じて、マンツーマン指導からグループ・セッテ

ィングの中での指導へと切り替えっていった。ASD 児が言語の形式的側面を習得できても、語

用面での能力が改善しないという従来の言語指導の反省から、グループ指導による語用論的ア

プローチを第 2 段階の指導法として適用した。 

最終的な進捗のレベルは、ADOS-2 を実施し、スクリーニング時の比較スコアと比較すること

によって行った。ADOS-2 は、ASD かどうかも含めて、最終的に患児の ASD のレベルを 10 段

階のスケールで特定するが、このスケールが比較スコアである。このアセスメントを用いること

によって、問題部分がどの分野に及ぶのかが高い精度で特定されるが、スクリーニング時の査定

結果と比較することにより、言語発達、感覚統合、社会性、運動発達等、どの分野に進捗が見ら

れたかを査定することができる。 

 

3.3 データ処理 

指導・訓練のプロセスの視聴覚媒体による記録を逐語記録化し、語彙-文法資源にアノテーシ

ョンを行ってコーパスに格納した。本コーパスの意味解析情報付与は、選択体系機能言語学

(Systemic Functional Linguistics : SFL) のシステムネットワーク(system network) に拠っている。

SFL では言語を話し手が言語資源の中から選択して行う意味を作り出すシステムとして捉える。

ある意味を示したい場合に、語彙-文法資源にいくつか選択肢があり、人は発話の瞬時瞬時に言

語資源の選択網から選択していくが、SFL では、これを選択体系（choice system）として、理論

の中核としている。つまり、交替可能ないくつかの選択網の中から、いずれかを選んで言語表現

が形成されるわけで、選択体系とはその選択項の集合のことを言い、SFL ではこれをシステムネ

ットワークと呼ぶ。このシステムネットワークは、SFL が設定する 3 つのメタ機能（観念構成

的、対人的、テクスト形成的）ごとに構築される。 

Kato et al. (2022)では、これら 3 つのメタ機能のうち、観念構成的と対人的メタ機能から 4 種

のシステムネットワークを作成し、この 4 種に基づいてアノテーション・スキームを作成した。

アノテーション項目は、159 項目の語彙-文法資源である。表 3 は、簡素化したスキームである。 

表 3 タグ項目 



 

 

4．研究成果 

4.1 コーパスへの格納 

指導のプロセスを視聴覚媒体及びトランスクリプトの形でデータベース化し、また語彙-文法

資源の情報意味付与を行いコーパス化した。よって、プロセスそのものを視聴覚媒体及びコーパ

スによって、ASD 児の言語指導及び発達のプロセスを縦断的にモニターできるようにした。 

 

4.2 指導ターゲットとする語彙-文法資源の特定 

コーパス情報から、t-検定により、ストーリー・ナラティブにおいて ASD、TD 児間で違いが

出た語彙-文法資源を特定したところ、159 項目のうち、3 項目であった。そこで、Kato et al. (2022)

によるコーパスから、言語獲得臨界期を過ぎたグループ（13 歳以上）、ASD 者 (N=79)、TD 者 

(N＝85）を対象にしたところ、2 グループ間で、37 項目に違いが見られた。このことから、補強

項目の特定は、臨界期を過ぎた対象が妥当であると結論づけた。言語発達は、ASD ではなくて

も個人差があるため、発達途上にある 4-6 歳児からのサンプリングは妥当とは言えないことが確

認できた。 

参照文献 

Kato S, Hanawa K, Linh VP, Saito M, Iimura R, Inui K, et al. Toward mapping pragmatic impairment of autism 

spectrum disorder individuals through the development of a corpus of spoken Japanese. PLOS ONE (2022) 17(2): 

e0264204. doi:10.1371/journal.pone.0264204 

 

情報付与された語彙-文法資源の見出し 観察対象の語彙-文法資
源

タグ項
目数

観察できる情報

Process type 過程型 動詞 10 話し手がどのように経験世界の解釈を表現するか

Ergativity 起動者性 (Agency) 動詞 2 話し手が経験世界を因果関係の見地より解釈する傾向が
強いか弱いか

Transitivity 他動的解釈 態（受動/能動） 2 話し手が経験世界を、能動/受動的に解釈する傾向が強
いか弱いか

Clause complex 節複合 節 22 構文能力

Logico-semantic relation 論理-意味的関
係

節 13 節構成の論理-意味的関係より、構文能力・ディスコース
戦略

Auxiliary verb 補助動詞 状態・複合動詞 32

Modality モダリティ モダリティ表現 8 命題に対する話し手の心的態度

Attitude 態度評価 e.g. 形容詞・副詞（句）・動
詞（句）

18 話し手の物・出来事に対する態度評価

Graduation 程度評価 e.g. 形容詞・副詞（句） 4 話し手の評価の度合いを調節

Negotiator 交渉詞（終助詞） 終助詞：ね・よ他 12 話し手の節に対する様々は交渉性

Explanative mood 説明ムード のだ 12 多様な意味を含蓄する；e.g. 因果関係の観点より話し手
の判断の原因・理由・動機・根拠を示す

Evidentiality 証拠性 様態・伝聞・推論を表す；
ようだ、そうだ他

3 命題の有効性を話し手がどのように判断しているか

Optative mood 願望法 願望を表す；　～したい 1 ~したい

Onomatopoeia オノマトペ 擬態語・擬音語 2

Auxiliary verb 補助動詞 授受動詞・ 10 授受動詞・いる・ある・しまう・いく・くる他

Fillerフィラー 8 ま(あ）・なんか・ええと他

計 159

観念構成的メタ機能

対人的メタ機能
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